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第
18
回
「
文
芸
思
潮
」
エ
ッ
セ
イ
賞
　

中
間
発
表
　
一
次
・
二
次
・
三
次
予
選

●
第
18
回
「
文
芸
思
潮
」
エ
ッ
セ
イ
賞
に
御
応
募
い
た
だ
き
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
日
本
全
国
か
ら
総
数
一
七
三
編
の
作
品
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
去
る
三
月
末
日
に
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
、
厳
正
な
一
次
・
二
次
・
三
次
予
選
審
査
を
行
な
い
ま
し
た
。
そ

の
結
果
を
謹
ん
で
こ
こ
に
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
無
印
は
一
次
予
選
通
過
者
、
○
印
は
二
次
予
選
通
過
者
、
◎
印
は
三
次
予
選
通
過

者
で
す
。

■
北
海
道	

	

◎	「
人
生
に
楽
な
し
、
で
も
楽
し
み
有
り

在
り
」	

山
田
惠
津
子

◎	「
コ
ス
ミ
ッ
ク
・
キ
ャ
ン
デ
ー
ズ
」

	
	

小
林
宏
子

◎	「
北
緯
５
度
の
島
の
原
爆
人
形
劇
」

	
	

髙
田
ひ
と
み

◎	「
お
菓
子
の
入
っ
た
、
赤
い
長
ぐ
つ
」

	
	

蓜
島
彊
子

	

「
マ
ド
ン
ナ
は
マ
ド
ン
ナ
」
坪
田
節
子

◎	「
机
の
中
の
弁
当
」	

青
地
久
恵

◎	「
見
え
な
い
も
の
に
右
往
左
往
」

	
	

草
木　

葉

◎	「
レ
ム
と
ノ
ン
レ
ム
か
ら
の
解
放
」

	
	

柴
田
節
子

◎	「
た
た
む
」	

中
村
郁
恵

◎	「
弁
当
終
了
」	

斉
藤
は
な
絵

■
青
森
県	

	

○	「
政
治
家
が
い
な
く
な
る
日
」
松
橋
倫
久

◎	「
タ
ラ
ッ
ポ
に
導
か
れ
て
」
金
田
一
淳

■
宮
城
県	

	

◎	「
日
々
是
好
日
」	

吉
田
宏
子

■
福
島
県	

	

◎	「
里
山
便
り
」	
鶴
賀
イ
チ

◎	「
過
去
と
現
在
を
行
き
来
す
る
」

	
	

佐
藤
悦
弘

◎	「
上
野
公
園
の
ホ
ー
ム
レ
ス
」

	
	

西
島
雅
博

■
茨
城
県	

	
	

「
無
言
の
絆
」	

上
野　

達

◎	「
吉
右
衛
門
の
思
い
出
」	

寅
次
郎

◎	「
母
の
通
信
教
育
」	

田
中　

修

■
栃
木
県

	

「
ど
う
す
る
、
私
！
？
」	

た
こ
み

◎	「
癌
に
よ
り
そ
う
花
こ
と
ば
」

	
	

伊
藤
フ
サ
子

■
群
馬
県	

	

◎	「
孤
高
―
亡
き
師
を
偲
ぶ
―
」

	
	

村
松
佐
保

■
埼
玉
県	

	

○	「
戦
争
が
遺
し
た
日
本
」	

宮
下
博
吉

◎	「
雑
感
、
ま
た
は
思
い
出
す
事
」

	
	

鈴
木
信
一

◎	「
元
新
卒
の
逃
走
」	

丹
波
蔵
堂

◎	「
令
和
は
身
軽
で
あ
れ
」	

三
日
月
李
衣

○	「
母
の
贈
り
物
」	

小
笠
原　

亨

○	「
取
捨
選
択
の
話
」	

芧
沼

◎	「
お
ー
い
、
元
気
か
ー
い
」伊

手
人
首
麻
呂

◎	「
山
の
師
匠
」	

馬
場
岩
ひ
ろ
し

■
千
葉
県	

	

◎	「『
時
代
お
く
れ
』
に
目
覚
め
る
」	

	
	

平
野
靖
雄

○	「
マ
マ
、
あ
り
が
と
う
」	

白
い
ね
ず
み

○	「
か
つ
て
は
手
話
通
訳
者
が
要
約
筆
記

を
し
て
い
た
」	

横
山
典
子

◎	「
カ
ナ
リ
ア
」	

藤
安
珠
園

■
東
京
都	

	

◎	「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
大
規
模
修
繕
が
終
わ

っ
て
」	
牧　

康
子

◎	「
風
の
盆
」	

比
留
間　

進

◎	「
輪
っ
か
ぽ
っ
ぽ
」	

高
尾
周
一

◎	「
夜
道
」	

青
海
光

◎	「
愛
の
カ
タ
チ
」	

九
条
之
子

	

「
浮
気
が
バ
レ
そ
う
」	

藤
澤
大
地

◎	「
闘
病
に
感
謝
」	

光
希

◎	「
レ
ー
ゾ
ン
デ
ー
ト
ル
と
使
命
」

	
	

小
室
澄
江

○	「
小
さ
い
祥
ち
ゃ
ん
は
社
長
さ
ん
」

	
	

河
上
美
智
子

	

「
生
死
を
さ
迷
っ
た
、
あ
の
頃
」

	
	

黒
岡　

實

◎	「
者
差
し
」	

tete

◎	「
冬
の
終
わ
り
、
春
の
始
ま
り
」

	
	

中
澤
真
央

◎	「
今
、
こ
の
と
き
を
あ
り
が
と
う
」

	
	

紫　

陽
花

◎	「
東
海
道
お
よ
び
北
陸
新
幹
線
の
思
い

出
」	

野
宮
健
司

◎	「
コ
キ
」	

伊
門　

朔

○	「
初
老
の
電
車
男
の
懺
悔
」
所　

太
朗

○	「
毛
が
に
」	

姉
歯
浩
一

◎	「
眼
、
あ
る
い
は
光
に
つ
い
て
」

	
	

川
嵜
雄
司

◎	「
カ
ダ
フ
ィ
ー
の
国
の
ヌ
エ
ジ
」

	
	

竹
中
水
前
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○	「
バ
イ
ク
修
理
」	

村　

隆

◎	「
マ
ン
ゴ
ー
の
実
の
な
る
村
で
」

	
	

中
西
淳
子

	

「
子
ど
も
以
上
、
大
人
未
満
」
清
沢
薫

◎	「
暗
然
た
る
世
界
に
差
し
込
む
一
筋
の

光
」	

木
下
ゆ
か
り

	

「
走
馬
灯
記
録
装
置
の
特
許
を
取
り
た

い
」	

岩
澤
ひ
ら

◎	「
い
い
よ
」	

武
藤
蓑
子

■
神
奈
川
県	

	

◎	「
褐
色
の
世
界　

ベ
ル
ベ
ル
人
」

	
	

松
原
泰
子

◎	「
小
児
科
医
の
願
い
」	

秋
谷　

進

○	「
タ
ン
ゴ
の
魂
、
そ
れ
は
私
の
人
生
」

	
	

小
原
み
な
み

◎	「
父
と
競
馬
」	

次
女

◎	「
十
度
目
の
夏
」	

香
山
マ
リ
エ

	

「
人
、
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
」
先
斗
政
彦

	

「
野
球
少
年
だ
っ
た
私
の
一
番
の
試

合
」	

福
井
雅
人

◎	「
人
生
の
同
志
」	

風
早　

爽

◎	「
絶
望
か
ら
希
望
へ
」	

小
倉
一
純

◎	「
私
の
も
の
が
た
り
」	

相
澤
真
理
子

◎	「『
軍
国
少
年
』
の
遺
言
」	ゴ

ル
ビ
ー
長
田

◎	「
き
ょ
う
だ
い
ト
ッ
プ
の
長
女
の
役

割
」	

横
井
純
子

◎	「
夢
電
話
」	

山
田
じ
ゅ
ん
た

■
新
潟
県	

	

○	「
旅
の
終
え
ど
き
」	

渡　

遊
人

○	「
怪
獣
と
拉
致
」	

松
波
丞

■
富
山
県	

	

◎	「
褒
め
上
手
」	

有
澤
か
お
り

◎	「
別
れ
の
悲
し
み
」	

森
田
麗
実

◎	「
愛
生
儚
命
」	

ゆ
き
ま
さ
こ

■
石
川
県	

	

○	「『GU
T
A
I

』
展
と
抽
象
画
の
楽
し

さ
」	

酒
井
恵
三

◎	「
二
足
の
草
鞋
を
履
く
二
刀
流
―
医
学

編
―
」	

剣　

眞

◎	「
鎌
打
ち
神
事
か
ら
始
ま
る
」

	
	

明
石
弘
貴

■
福
井
県	

	

○	「
あ
っ
ち
ゃ
ん
、
前
を
向
い
て
―
ば
あ

ば
奮
戦
記
―
」	

つ
だ
せ
つ

◎	「
意
外
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
」	

近
藤
幹
夫

■
山
梨
県	

	
	

「
課
長
っ
て
何　

係
長
っ
て
何
」

	
	

田
中
浩
司

◎	「
戦
争
を
語
る
父
の
目
に
涙
が
」

	
	

ふ
き
の
と
う

◎	「
似
非
川
柳
も
二
〇
〇
〇
柳
」
佐
高
源

■
長
野
県	

	

◎	「
父
の
行
方
」	

髙
澤
弘
至

◎	「
Ｇ
ち
ゃ
ん
の
小
指
」	

渡
辺　

勝

◎	「
背
中
の
格
調
」	

山
家
衛
艮

◎	「
叔
母
を
悼
む
」	

澤
井
樹
生

■
岐
阜
県	

	

◎	「
障
害
が
も
た
ら
す
家
族
の
絆
」

	
	

い
っ
ち
ゃ
ん

◎	「
住
ま
ば
都　

住
め
ば
都
」

	
	

秋
葉
み
の
り

	

「
卒
寿
祝
い
で
約
束
」	

平
岡
佐
一
郎

◎	「
祖
父
か
ら
最
後
に
聞
い
た
言
葉
」

	
	

山
口
和
花
菜

■
静
岡
県	

	

◎	「
腰
部
挫
傷
」	

馬
込
太
郎

◎	「
海
を
眺
め
て
い
た
」	

室
伏
三
鶴

◎	「
海
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
」
青
木
美
子

■
愛
知
県	

	

◎	「
不
婚
」	

長
坂
弥
生

◎	「
絵
描
き
の
青
春
」	

千
代
田
さ
ん

◎	「
幸
せ
の
カ
タ
チ
」	

小
倉
一
修

◎	「
春
風
を
纏
っ
た
服
」	

菱
川
町
子

◎	「
女
と
も
だ
ち
―
同
志
」	

宮
尾
美
明

○	「
習
い
事
の
効
能
」	

高
倉
麻
耶

○	「
で
は
、
ま
た
」	

天
城
囀
一

◎	「
カ
ー
テ
ン
の
裏
側
」	

り
り

◎	「『
桃
太
郎
』
が
つ
な
い
だ
学
び
の
バ
ト

ン
」	

雲
海
倫

■
三
重
県	

	

◎	「
読
書
で
き
な
い
！
」	

水
越
晴
子

■
滋
賀
県	

	

○	「
病
室
に
差
し
込
む
光
」	

木
村
敬
子

◎	「
祖
母
の
葬
儀
」	

棘
丸
み
の
る

■
京
都
府	

	

◎	「
無
尽
燈
」	

宮
西
和
代

◎	「
骨
を
拾
う
」	

本
澤　

章

○	「
コ
ロ
ナ
と
共
に
」	

船
岡
銀
杏

◎	「
病
同
・
秒
同
」	

西
川
か
つ
み

◎	「
古
代
・
洛
東
江
の
畔
」	

崔
宣
葉

◎	「
薫
ち
ゃ
ん
に
捧
ぐ
」	

植
田
郁
子

◎	「
手
紙
」	

谷
垣
宣
長

■
大
阪
府	

	

◎	「
迂
回
し
て
、
秋
」　

そ
ら
か
ど
ま
し
ろ

◎	「
家
族
と
推
し
活
」	

星
ヶ
丘
七
恵

◎	「
い
の
ち
の
燈
火
」	
津
森
悠
平

◎	「
ヒ
ト
リ
生
き
る
カ
ナ
シ
」
森
﨑
律
子

◎	「
誰
の
マ
ジ
ッ
ク
」	

田
中
美
晴

○	「
食
べ
る
こ
と
で
考
え
る
こ
と
」

	
	

湯
浅
ひ
と
し

◎	「
ダ
イ
エ
ッ
ト
じ
ゃ
な
く
て
サ
バ
イ
バ

ル
」	

高
杉
晋
太
郎

○	「
適
当
な
夢
」	

永
井
日
菜

◎	「
ポ
ン
デ
ギ
な
夜
」	

今
井
清
賀

◎	「
ケ
ー
キ
一
切
れ
の
悲
し
み
」

	
	

藤
野
璃
子

◎	「
双
眼
鏡
」	

吉
原
あ
や
こ

◎	「
わ
た
し
が
統
一
教
会
に
通
っ
て
い
た

頃
」	

山
田
ま
さ
子

◎	「
エ
ミ
リ
ー
の
慧
眼
」	

歳
空

◎	「
母
と
娘
」	

丸
山　

史

◎	「
ど
ん
底
の
刻
」	

名
嘉
山
レ
イ

■
兵
庫
県	

	

◎	「
神
の
地
に
人
の
道
あ
り
」
太
田　

悠

◎	「
訛
り
と
方
言
、
丸
出
し
で
」

	
	

三
木
亮
介

◎	「
家
族
に
つ
い
て
」	

よ
ま
ひ
こ

◎	「
さ
さ
や
か
な
人
生
」	

秋
庭
岩
男

◎	「
手
」	

山
田
栞
里
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第
三
次
予
選
は
、
よ
り
た
く
さ
ん
の
人
に
読
ん
で
ほ
し

く
な
る
よ
う
な
普
遍
的
な
力
を
備
え
て
い
る
か
が
、
選
考

の
基
準
に
な
り
ま
す
。
第
三
次
予
選
ま
で
通
過
し
た
作
品

は
、
だ
い
た
い
雑
誌
に
載
っ
て
も
い
い
、
人
に
読
ん
で
も

ら
っ
て
も
何
か
訴
え
る
力
を
備
え
て
い
て
、
読
ん
だ
人
の

心
に
何
か
が
残
っ
て
新
た
な
力
に
な
る
よ
う
な
作
品
で

す
。

「
文
芸
思
潮
」
選
考
委
員
会
で
は
、
選
考
の
便
宜
性
を
重

視
し
て
作
品
数
に
よ
っ
て
制
限
す
る
の
で
は
な
く
、
作
品

の
内
容
を
重
視
し
て
、
優
れ
た
作
品
が
た
く
さ
ん
あ
れ

ば
、
で
き
る
だ
け
そ
の
作
品
の
価
値
や
レ
ベ
ル
に
よ
っ

て
、作
品
を
残
す
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。し
た
が
っ
て
、

場
合
に
よ
っ
て
は
た
く
さ
ん
の
作
品
が
三
次
予
選
、
さ
ら

に
そ
の
上
に
選
出
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

今
年
第
18
回
も
三
次
予
選
通
過
者
が
多
く
、
応
募
作
品

全
体
の
水
準
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
お
り
ま

す
。

　

も
っ
と
詳
し
く
御
自
分
の
作
品
へ
の
感
想
・
批
評
が
お

聞
き
に
な
り
た
い
方
は
、作
品
個
別
の「
批
評
コ
メ
ン
ト
」

も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ど
う
ぞ
御
希
望
を
お
送
り
下

さ
い
。

（「
文
芸
思
潮
」
エ
ッ
セ
イ
賞
選
考
委
員
会
）

●
第
18
回
「
文
芸
思
潮
」
エ
ッ
セ
イ
賞
へ
の
御
応
募
ま
こ
と

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
第
一
次
・
第
二
次
・
第
三

次
選
考
に
つ
い
て
選
考
委
員
会
よ
り
付
記
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

第
一
次
の
選
考
基
準
は
、
他
者
に
対
し
て
伝
わ
る
文
章
に

な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
最
重
要
の
基
準
点
で
す
。
し
か
し

書
く
姿
勢
も
加
味
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
少
し
文
章
が

粗
く
て
も
、
他
者
に
訴
え
た
い
切
実
な
も
の
が
感
じ
ら
れ
る

作
品
は
一
次
を
通
過
し
て
い
ま
す
。
ま
た
逆
に
文
章
は
整
っ

て
い
て
も
、
書
く
姿
勢
に
曖
昧
な
も
の
、
書
く
必
然
性
が
希

薄
な
も
の
、
中
途
半
端
な
も
の
は
落
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
二
点
を
ク
リ
ア
し
た
も
の
が
一
次
予
選
通
過
者

で
す
。
何
％
と
か
、
何
篇
以
内
と
か
、
数
字
の
枠
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
応
募
者
全
員
が
一
次
予
選
合
格
と
い

う
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。

　

ま
た
第
二
次
予
選
は
、
そ
の
中
で
さ
ら
に
強
く
何
か
が
感

じ
ら
れ
る
も
の
、
光
る
も
の
が
選
ば
れ
ま
す
。
何
か
が
読
み

手
の
中
に
残
っ
て
い
る
作
品
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
内

容
で
も
い
い
で
す
し
、
文
章
で
も
い
い
、
一
行
で
も
い
い
、

一
人
の
人
物
で
も
い
い
、
見
方
で
も
い
い
、
何
か
一
つ
心
に

残
る
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
、
上
に
拾
い
上
げ
た
く
な
る
と

い
う
、
一
つ
の
魅
力
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
ポ
イ
ン
ト

に
な
り
ま
す
。

エ
ッ
セ
イ
賞
応
募
者
の
皆
様
へ　
第
一
次
・
第
二
次
・
第
三
次
の
選
考
基
準
に
つ
い
て

小説の書き方
──作家を志す人のために──

五十嵐　勉

小説の書き方を体験を踏まえて丁寧に解説する小説指導書

税込 1000 円　御注文はアジア文化社まで

◎	「
十
八
歳
二
ヶ
月
の
苦
悩
」Sam

on
○	「
団
塊
の
世
代
か
ら
い
た
だ
く
エ
ナ
ジ

ー
」	

森
田　

真

◎	「
ね
じ
れ
の
位
置
か
ら
い
ろ
い
ろ
想
像

し
て
み
た
」	

ふ
じ
も
と
な
お
こ

◎	「
イ
ヤ
ホ
ン
が
便
所
に
流
れ
た
時
の

話
」	

臼
田
イ
ル
マ

◎	「
墓
を
さ
が
す
」	
高
木
敏
克

■
奈
良
県	

	

○	「
黒
い
木
」	

中
牟
田
智
子

■
島
根
県	

	

◎	「
被
災
地
で
の
約
束
」	

桜
さ
く

■
岡
山
県	

	

◎	「
す
て
塩
」	

家
森
澄
子

	

「
冬
の
日
に
」	

佐
藤
光
基

■
広
島
県	

	

◎	「
彼
の
故
郷
に
私
は
い
な
い
」
坂
本
崇

○	「
私
の
食
欲
」	

石
橋
い
づ
み

■
山
口
県	

	

○	「
君
と
交
わ
す
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
の

話
し
」	

晴
野
康
史

■
徳
島
県	

	

◎	「
ト
ン
ネ
ル
の
向
う
」	

虎
姫

◎	「
芸
術
の
世
界
」	

佐
田
真
紀

◎	「
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
」	

熊
谷
和
代

■
香
川
県	

	

◎	「
私
た
ち
の
春
」	

高
島　

緑

◎	「
顔
の
な
い
音
楽
の
時
代
」
中
川　

隼

■
愛
媛
県	

	

○	「
ぱ
る
ふ
ぃ
ー
」	

比
戸　

圭

◎	「
ふ
う
ち
ゃ
ん
と
八
重
桜
」
永
野
英
子

■
福
岡
県	

	

◎	「
最
後
の
日
々
の
夫
の
言
の
葉
、
そ
し

て
私
は
」	

田
浦
チ
サ
子

◎	「
喪
失
し
た
も
の
」	

西
尾　

吉

○	「
絶
対
支
持
率
」	

柳
沢
河
童

◎	「
母
と
娘
と
、
そ
し
て
私
」
武
中　

彩

◎	「
神
の
石
」	

岡　

大
吉

	

「
僕
の
先
生
」	

安
部
と
し
き

	

「
古
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

	
	

三
原
み
や
び

◎	「
小
さ
な
握
り
こ
ぶ
し
」	

は
る
ひ

○	「
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
を
咎
め
る
」

	
	

下
村
成
昭

◎	「
私
の
好
き
な
深
蒸
し
茶
を
ど
う
ぞ
」

	
	

山
野
冬
花

■
長
崎
県	

	

◎	「
最
後
の
面
会
」	

福
田
哲
也

○	「
地
図
が
読
め
な
い
女
」	
並
樹
澄
空

■
宮
城
県	

	

◎	「
ふ
た
り
の
最
終
章
」	

中
武　

寛

◎	「
懺
悔
し
ま
し
た
」	

こ
も
だ
一
郎

Essay　ContestEssay　Contest

広告承ります
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